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所
行
大
行

称
聞
行
信

大
行
釈
名

①
修
行
の
義

②
口
業
の
義

真
実
行
と
は
、
謂
く
、
至
徳
の
尊
号
な
り
。
是
れ
如
来
回
向
の
無
碍
の
行
な
る
が
故
に
、
行
者
の
口
称
を
須
っ

て
方
に
行
名
を
得
る
に
非
ず
。
行
文
類
所
詮
の
旨
趣
此
に
在
り
。
何
を
以
て
之
を
知
る
と
な
ら
ば
、
五
願
立
宗
の

義
正
し
く
爾
る
が
故
に
。

謹
ん
で
按
ず
る
に
、
宗
祖
五
願
に
依
っ
て
真
宗
を
立
し
給
ふ
も
の
は
、
深
く
第
十
八
願
成
就
の
文
旨
を
得
給
へ

る
な
り
。
経
に
曰
く
、
聞
其
名
号
と
は
、
次
上
の
経
文
に
十
七
願
成
就
を
説
く
を
、
是
を
所
聞
0

0

と
為
す
。
教
行
の

二
法
、
是
に
於
て
得
、
聞
名
信
喜
は
是
れ
十
八
願
成
就
の
体
な
り
。
大
信
の
一
法
是
に
於
て
立
つ
。

如
来
、
不
可
思
議
の
至
徳
を
全
う
じ
て
衆
生
に
回
向
す
。
所
謂
「
以
大
荘
厳
具
足
衆
行
、
令
諸
衆
生
功
徳
成
就
」

是
れ
な
り
。
然
る
に
其
回
向
は
必
ず
名
号
0

0

を
須
ふ
。
し
か
ら
ざ
る
と
き
は
能
く
衆
生
の
聞
信
0

0

に
入
る
こ
と
な
し
。

是
に
於
て
全
徳
施
名
し
て
諸
仏
を
し
て
称
讃
せ
し
む

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
往
相
回
向
を
以
て
十
七
に
名
く
る
は
此
が
為
な
る
故
な
り
。

然
る
に
至
徳
よ
り
一
た
び
名
号
を
成
ず
る
に
二
種
の
相
あ
っ
て
、
大
用
を
十
方
三
世
に
施
す
。
何
者
か
二
相
な

る
、
曰
く
称
、
曰
く
聞
な
り
。

称
は
十
七
諸
仏
の
任
に
在
り
、
聞
は
十
八
衆
生
の
所
事
に
在
り
。
聞
は
必
ず
称
に
由
る

0

0

0

0

0

0

0

0

、
徳
を
全
う
じ
て
名
に

施
す
所
以
な
り
。
是
を
以
て
称
名
と
は
衆
生
所
聞
の
法

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

に
し
て
、
衆
生
一
た
び
聞
い
て
亦
能
く
称
名
す
。
聞
後
の

0

0

0

称
名
は
義
、
所
聞
に
帰
す

0

0

0

00

0

0

0

0

0

。
是
故
に
亦
此
中
に
在
っ
て
之
を
摂
す
。
具
さ
に
は
下
に
論
ず
る
が
如
し
。

問
、
回
向
の
法
体
、
何
故
に
行
と
名
く
る
や
。

答
、
竊
に
聖
訓
を
按
ず
る
に
、
行
に
五
義
あ
り
、

一
に
、
修
行
の
義
。

謂
く
、
弥
陀
因
中
に
大
行
を
修
満
す
る
。

二
に
、
業
は
是
れ
行
の
義
。
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③
施
行
の
義

④
流
行
の
義

⑤
大
道
の
義

❶
修
行
の
義
　
①
②

❷
施
行
の
義
　
③
④

❸
大
道
の
義
　
⑤

謂
く
、
弥
陀
果
上
の
口
業
功
徳
を
名
け
て
大
行
と
為
す
、
名
号
是
れ
な
り
。
行
文
類
に
経
を
引
い
て
云
く
「
我

至
成
仏
道
、
名
声
超
十
方
、
乃
至
説
法
獅
子
吼
」

三
に
、
施
行
の
義
。

謂
く
、
回
施
衆
生
は
即
ち
是
れ
行
の
義
な
り
。
行
文
類
に
経
を
引
い
て
云
く
「
為
衆
開
法
蔵
、
広
施
功
徳
宝
」

四
に
、
流
行
の
義
。

行
文
類
に
経
を
引
い
て
云
く
、「
究
竟
靡
所
聞
」
等
と
、
又
讃
を
引
い
て
云
く
、「
如
来
尊
号
甚
分
明
、
十
方
世

界
普
流
行
」
と
。

五
に
、
道
は
是
れ
行
の
義
。

謂
く
、
本
願
の
大
道
を
名
け
て
大
行
と
為
す
。
道
能
く
人
を
運
ぶ
、
衆
生
之
に
乗
ず
る
を
即
ち
行
と
名
く
る
。

又
、
此
五
義
を
要
束
し
て
三
と
為
す
。

初
の
二
を
合
し
て
一
修
行
の
義
と
為
す
。
因
果
不
二
、唯
是
れ
行
な
る
が
故
に
。（
例
へ
ば
台
家
の
行
一
の
如
し
）

次
は
、
則
ち
施
行
に
流
行
の
義
を
該
す
。
流
行
は
是
れ
即
ち
施
行
の
相
な
る
が
故
に
。

三
は
、
大
道
の
義
な
り
。

初
義
は
本
に
在
り
、
後
義
は
末
に
被
る
、
施
行
は
中
に
在
っ
て
本
を
全
う
じ
て
末
を
成
ず
。
信
巻
至
心
釈
は
、

修
行
の
義
を
詳
か
に
す
る
な
り
。
行
巻
他
力
釈
は
、
施
行
の
義
を
詳
か
に
す
る
な
り
。
一
乗
海
釈
は
、
大
道
の
義

を
詳
か
に
す
る
な
り
。（
大
道
は
即
ち
是
れ
仏
の
果
道
な
り
、
こ
の
道
は
無
碍
な
る
が
故
に
、
果
道
を
全
う
じ
て

因
道
を
成
ず
る
な
り
、
所
謂
、
阿
弥
陀
仏
即
是
其
行
是
れ
な
り
）

然
る
に
古
老
の
た
だ
能
行
所
行
を
以
て
之
を
言
う
は
、
何
ぞ
其
れ
疎
浅
な
る
、
何
ぞ
他
力
の
深
義
を
語
る
に
足

ら
ん
。
今
宗
の
能
行
所
行
と
は
、
他
力
回
向
の
大
行
を
以
て
所
行
の
道
と
な
す
。
一
心
相
応
す
る
、
是
を
如
実
修

行
と
為
す
。
此
は
大
信
は
不
行
の
行
な
る
が
故
に
。
口
称
を
能
行
と
為
す
と
言
う
若
き
は
、
是
れ
そ
の
末
の
み
。
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会
通
出
体

○
称
名
三
義

　
一
、
諸
仏
称
名

　
二
、
聞
名
信
心

　
三
、
信
後
口
称

○
正
釈
文
意

　
　［
本
行
末
行
］

○
摂
末
帰
本

　
一
、
如
実
讃
嘆

問
、
若
し
爾
ら
ば
、
何
が
故
に
「
大
行
者
称
無
碍
光
如
来
名
」
と
云
う
や
。

答
、
此
は
是
れ
釈
義
の
善
巧
に
し
て
寓
意
深
し
、
今
先
づ
称
名
の
義
を
詳
か
に
し
、
次
に
文
意
を
解
せ
ん
、
称

名
に
三
義
あ
り
。

一
に
所
聞
の
法
体
な
り
、
諸
仏
称
名
是
れ
な
り
。

二
に
聞
名
信
心
な
り
、
如
彼
名
義
の
故
に
、
行
巻
に
称
の
字
を
註
し
て
云
々
す
る
も
の
是
れ
な
り
。

三
に
信
後
の
口
称
な
り
。

如
実
讃
嘆
の
故
に
、
称
名
に
此
三
義
あ
り
、
故
に
行
巻
に
云
く
、「
称
名
能
破
乃
至
南
無
阿
弥
陀
仏
即
是
正
念
也
、

可
知
」
と
。

次
に
正
し
く
文
意
を
解
す
れ
ば
、
此
一
句
の
如
き
は
即
ち
是
れ
首
に
標
し
て
、
諸
仏
称
名
と
い
ふ
も
の
是
な
り
。

然
る
に
義
意
を
闚
ふ
に
、一
切
の
称
名
に
通
ず
。
蓋
し
本
を
以
て
末
を
摂
し
、末
に
寄
せ
て
本
を
顕
さ
ん
が
為
な
り
。

本
は
謂
く
名
号
、
末
は
謂
く
称
念
、
本
末
相
依
っ
て
他
力
の
深
義
顕
る
。

云
何
が
本
を
以
て
末
を
摂
す
る
。

法
体
大
行
、
誰
か
能
く
之
を
掩
は
ん
、
こ
の
本
処
に
於
て
末
（
衆
生
）
の
口
称
を
摂
し
、
末
を
本
を
出
で
ず
。

此
に
三
意
あ
り
。

一
に
、
如
実
讃
嘆
を
顕
す
。

信
後
の
称
名
は
、
即
ち
是
れ
如
実
讃
嘆
に
し
て
諸
仏
称
名
に
同
じ
。
常
行
大
悲
は
是
れ
信
者
の
大
益
、
全
く
是

れ
法
体
の
威
徳
の
み
。
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二
、
他
力
回
向

　
三
、
大
信
特
達

○
寄
末
顕
本

　
一
、
口
業
功
徳

二
に
、
他
力
回
向
を
顕
す
。

衆
生
聞
名
信
楽
の
一
念
に
、
即
ち
是
れ
頓
に
他
力
回
向
の
大
行
を
領
す
る
も
の
な
り
。
一
心
相
続
し
て
称
名
自

ら
現
る
。
唯
是
れ
仏
行
に
し
て
物
の
始
作
に
非
ず
。
是
を
以
て
之
を
摂
し
て
法
体
の
処
に
帰
し
、
他
力
回
向
の
旨

を
顕
示
す
る
な
り
。

三
に
、
大
信
特
達
を
顕
す
。

信
後
の
称
名
は
唯
是
れ
知
恩
報
徳
の
益
な
り
。
故
に
称
名
を
以
て
本
の
法
体
に
帰
し
、
以
て
大
信
特
達
の
旨
を

顕
す
な
り
。

原
ぬ
る
に
、
夫
れ
、
信
後
の
称
名
は
、
宣
し
く
十
八
願
の
乃
至
十
念
の
句
に
属
す
べ
し
。
然
る
に
吾
高
祖
は
、

之
を
十
七
願
に
帰
し
て
諸
仏
称
名
の
中
に
混
入
す
。
末
学
深
く
思
は
ざ
る
べ
け
ん
や
。

云
何
が
末
に
寄
せ
て
本
を
顕
す
。

古
人
釈
し
て
曰
く
、
口
称
に
寄
せ
て
以
て
法
体
を
顕
す
と
、
是
な
り
。
然
る
に
今
称
名
と
は
行
者
の
口
称
に
局

る
に
非
ず
、
具
さ
に
三
義
あ
り
。

一
に
、
口
業
功
徳
を
顕
す
。

先
ず
標
し
て
「
称
無
碍
光
如
来
名
」
と
云
ふ
。
是
に
於
て
即
ち
知
ん
ぬ
、
大
行
法
体
は
是
れ
口
業
功
徳
に
し
て
、

聞
よ
り
し
て
得
べ
き
も
の
な
り
。
是
の
如
き
七
字
は
、
標
挙
の
中
に
所
謂
称
名
是
れ
な
り
。
下
に
十
七
願
成
就
を

引
く
も
の
は
此
相
を
詳
か
に
す
る
も
の
な
り
。
原
ぬ
る
に
、
夫
れ
、
弥
陀
世
尊
は
至
徳
の
体
（
真
実
大
行
）
を
全

う
じ
て
一
嘉
号
に
施
し
。
以
て
衆
生
に
恵
む
、
是
を
口
業
功
徳
と
為
す
。

然
る
に
此
口
業
を
他
の
称
揚
に
寄
す
（
摂
化
便
宜
の
故
）。
第
十
七
願
此
が
為
に
設
く
。
如
実
讃
嘆
は
、
諸
仏

首
唱
し
衆
生
随
和
す
。
法
界
の
称
名
は
只
是
れ
本
仏
の
口
業
功
徳
な
り
。
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二
、
真
実
大
行

　
三
、
利
他
大
行

跋

是
に
於
て
称
は
名
中
に
入
り
、
名
の
他
に
称
な
し
。
但
し
末
に
在
っ
て
之
を
視
れ
ば
、
称
に
由
ら
ざ
れ
ば
名
な

き
が
故
に
寄
顕
を
須
ふ
る
な
り
。

二
に
、
真
実
の
大
行
を
顕
す
。

同
一
名
号
に
し
て
真
仮
は
見
に
随
う
。
故
に
今
如
実
讃
嘆
に
就
い
て
真
実
の
法
体
を
顕
す
な
り
。

三
に
、
利
他
の
大
行
を
顕
す
。

若
し
直
ち
に
行
体
に
就
い
て
釈
せ
ば
利
他
の
義
、
顕
現
し
難
し
。
故
に
今
は
称
に
約
し
て
大
行
を
釈
出
す
。
称

無
碍
光
如
来
名
と
は
即
ち
如
実
修
行
相
応
に
し
て
、
所
謂
仏
願
の
生
起
本
末
は
要
ず
此
に
帰
す
。
大
行
利
他
の
義

意
、
頓
に
現
ず
。
下
に
結
し
て
「
称
名
能
破

0

0

0

0

」
と
云
ふ
も
亦
此
意
な
り
。

上
来
の
諸
義
具
足
し
て
文
旨
方
に
顕
る
。
多
義
あ
り
と
雖
も
、
終
に
十
七
願
中
の
称
名
の
二
字
に
帰
す
。
称
は

只
是
れ
名
に
し
て
、
行
者
所
聞
の
法
体
な
る
の
み
。
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折
節
、
笈
を
負
ひ
て
柴
の
戸
を
敲
く
も
の
あ
り
。
む
か
へ
と
へ
ば
、
遠
つ
方
よ
り
あ
そ
び
た
り
と
い
ふ
。
座
さ

だ
ま
り
て
そ
の
物
語
を
き
く
に
、
道
心
な
き
人
と
は
思
は
れ
ず
。

客
の
曰
く
、

「
は
や
く
よ
り
き
く
、
高
座
行
信
の
説
は
、
頗
る
旧
伝
と
別
な
り
と
か
や
。
世
上
怪
し
む
も
の
多
く
、
お
の
れ

も
こ
れ
を
疑
ふ
こ
と
久
し
。
願
は
く
ば
そ
れ
を
や
す
く
説
き
い
で
、
こ
の
茅
塞
せ
る
胸
襟
を
披
か
し
め
よ
。」

略
し
て
浄
土
真
宗
の
行
信
の
法
門
を
述
す
る
に
、
先
ず
六
巻
の
文
類
に
就
い
て
そ
の
意
義
を
弁
じ
、
後
に
古
今

教
導
の
風
致
を
釈
せ
ん
。

初
に
文
類
に
就
い
て
意
義
を
弁
ず
と
は
、
文
類
の
所
明
ひ
ろ
し
と
い
へ
ど
も
、
そ
の
至
要
と
す
る
と
こ
ろ
の
も

の
、
行
信
の
二
法
な
り
。
こ
の
二
法
は
と
も
に
衆
生
の
上
に
て
説
け
る
法
門
な
り
。

初
の
真
実
教
と
い
ふ
は
、
即
ち
霊
山
所
説
の
大
経
に
し
て
、
大
経
の
所
詮
は
願
力
な
り
。
文
に
云
く
、「
説
如

来
本
願
為
経
宗
致
、
即
以
仏
名
為
経
体
」
と
。
本
願
名
号
は
次
の
如
く
願
力
な
り
。
因
願
果
力
更
互
に
成
就
し
、

不
離
一
体
に
し
て
よ
く
衆
生
を
摂
す
。
こ
れ
を
他
力
と
云
ふ
。
不
虚
作
住
持
の
註
に
云
々
す
る
が
如
し
。

そ
の
願
力
を
能
被
の
法
と
し
て
衆
生
に
授
く
。
衆
生
そ
れ
を
住
持
し
て
行
信
二
法
と
な
る
。
一
つ
の
願
力
、
二

法
と
な
る
こ
と
は
、
所
在
に
従
ひ
て
之
を
分
つ
。
そ
の
体
は
た
だ
こ
れ
願
力
な
り
。

既
に
開
き
て
二
法
と
す
。
こ
れ
を
序
す
る
に
、
或
い
は
行
信
と
い
ひ
、
或
い
は
信
行
と
い
ふ
。
こ
れ
義
二
途
あ

り
て
、
次
序
相
反
す
る
こ
と
乃
ち
爾
り
。
二
途
の
義
と
は
、
法
相
の
表
裏
と
禀
受
の
前
後
と
な
り

法
相
の
表
裏
と
は
、
所
在
に
従
ひ
て
分
つ
も
の
に
て
、
行
は
口
称
に
て
、
外
に
形
る
も
の
な
れ
ば
表
な
り
。
信

は
心
念
に
て
、
内
に
潜
め
る
も
の
な
れ
ば
裏
な
り
。
す
な
は
ち
法
相
別
あ
り
て
、
表
裏
を
相
成
す
。
行
を
先
に
す

る
も
の
は
、
三
法
の
建
立
た
だ
行
あ
る
が
故
に
。
後
に
信
を
明
か
す
こ
と
は
、
こ
の
行
か
な
ら
ず
大
信
あ
り
て
相

序就
文
類
弁
意
義

　
　
教
巻
所
詮

法
相
表
裏

　
行
信
次
第
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応
し
て
、
自
力
の
行
に
あ
ら
ざ
る
が
故
に
。
こ
の
次
第
の
こ
こ
ろ
、
因
体
の
超
異

0

0

0

0

0

を
あ
ら
は
す
に
あ
り
。

禀
受
の
前
後
と
は
、
衆
生
、
諸
仏
知
識
の
真
実
教
を
受
く
る
に
、
心
に
聞
信
す
る
を
最
初
と
な
す
。
い
ま
だ
嘗

て
法
の
こ
れ
よ
り
先
な
る
も
の
は
あ
ら
ず
。
こ
の
故
に
、
信
を
先
に
し
行
を
後
に
す
。
こ
の
次
第
の
こ
こ
ろ
、
因0

満
の
分
斉

0

0

0

0

を
断
む
る
に
あ
り
。

こ
の
二
途
は
そ
の
関
は
る
と
こ
ろ
至
り
て
大
な
り
、
学
者
忽
せ
に
す
る
こ
と
な
か
る
べ
し
。

初
に
法
相
の
表
裏
を
も
て
い
ふ
に
、行
と
は
、所
在
に
従
ひ
て
分
か
つ
中
の
口
業
の
称
名
な
り
。
故
に
釈
し
て「
大

行
者
則
称
無
碍
光
如
来
名
」
と
。
然
る
に
口
業
の
称
名
は
、
要
門
に
も
真
門
に
も
通
じ
て
あ
り
。
そ
れ
を
往
相
回

向
の
大
行
と
す
る
こ
と
は
云
何
と
い
ふ
に
、
ま
づ
こ
の
大
行
と
い
ふ
は
、
第
十
八
願
の
乃
至
十
念
と
い
へ
る
称
名

な
り
。
故
に
標
し
て
「
選
択
本
願
之
行
」
と
い
ひ
、
偈
に
は
「
本
願
名
号
正
定
業
」
と
い
へ
り
。

こ
れ
実
に
超
過
の
法
な
れ
ど
も
、
相
似
濫
偽
の
も
の
あ
り
て
、
そ
の
義
顕
し
が
た
し
。
故
に
こ
れ
を
第
十
七
願

に
寄
す
。
標
願
お
よ
び
引
文
の
如
し
。

第
十
七
願
は
諸
仏
称
名
に
し
て
、
実
の
如
く
法
体
を
顕
す
も
の
な
り
。
離
自
力
之
心
と
あ
る
称
名
は
、
不
回
向

の
行
に
し
て
、
即
ち
こ
れ
如
来
回
向
の
法
体
な
り
。
こ
れ
は
も
と
諸
仏
の
咨
嗟
を
聞
き
て
得
た
り
。
得
る
と
こ
ろ

の
諸
仏
咨
嗟
の
ま
ま
に
し
て

0

0

0

0

0

0

0

0

、
自
力
ま
じ
は
る
こ
と
な
し
。
す
な
は
ち
所
聞
の
と
こ
ろ
に
寄
せ
て
能
行
を
顕
す
な

り
。諸

仏
の
称
名
も
衆
生
の
称
名
も
、
彼
名
・
此
名
、
一
名
無
二
。
た
だ
こ
れ
一
本
願
の
名
号
な
り
、
さ
れ
ば
不
寄

に
し
て
寄
な
り
。
諸
仏
衆
生
、
能
所
別
な
る
が
故
に
、
寄
に
し
て
不
寄
な
り
。

こ
れ
を
諸
仏
称
名
の
願
と
の
み
標
挙
し
て
は
、
不
得
意
の
も
の
誤
り
て
、
大
行
と
は
諸
仏
の
称
名
に
し
て
、
未

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

88

8

　
因
体
超
異

禀
受
前
後

　
信
行
次
第

　
因
満
分
斉

法
相
表
裏
詳
説

○
寄
顕
所
聞

　
　［
十
七
願
は

　
　
当
分
教
巻
・
跨
節
行
巻
］



-13-

柴
門
玄
話
（
抄
）

だ
衆
生
の
手
に
入
ら
ざ
る
も
の
と
謂
は
ん
こ
と
を
恐
る

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

。
故
に
下
に
子
註
し
て
「
選
択
本
願
之
行
」
と
い
う
て
、

第
十
八
願
に
乃
至
十
念
と
あ
る
、
正
定
業
の
機
が
行
ず
る
称
名
念
仏
な
る
こ
と
を
知
ら
し
む
。

或
は
此
大
行
を
所
行
の
法
体
に
し
て
、
衆
生
上
の
能
行
に
非
ず
と
い
ふ
。
蓋
し
標
挙
の
こ
こ
ろ
を
解
せ
ざ
る
な

り
。
そ
の
法
な
ん
ぞ
彼
此
を
岐
た
ん
。
こ
れ
を
能
行
と
す
れ
ば
法
体
に
あ
ら
ず
と
思
ふ
に
や
。
法
体
を
全
う
ず
る

能
行
は
、
能
行
即
法
体

0

0

0

0

0

な
り
。

ま
た
こ
れ
を
諸
仏
上
に
あ
る
も
の
と
し
て
、
衆
生
法
に
非
ず
と
い
は
ば
、
真
実
教
と
何
の
別
ぞ
。
教
行
同
じ
く

諸
仏
上
の
法
な
ら
ば
、
そ
の
真
実
教
は
何
の
義
利
か
あ
る
。
行
を
衆
生
に
約
せ
ず
ば
、
そ
の
証
は
何
に
よ
り
て
得

8

8

8

8

8

8

8

8

88

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

る
や
8

8

。
六
要
に
所
信
所
行
と
い
へ
る
は
、
衆
生
禀
受
の
上
に
て
、
能
所
を
分
別
し
た
る
も
の
に
て
、
機
教
の
こ
こ
ろ
を

も
て
釈
せ
ら
る
る
か
。

次
に
信
と
い
ふ
は
、
か
の
願
力
を
回
入
し
て
衆
生
の
内
心
に
在
る
も
の
な
り
。
願
力
こ
こ
ろ
に
受
け
ら
れ
て
、

自
力
を
離
れ
た
る
を
信
と
云
ふ
。
一
信
楽
心
、
自
力
浄
尽
し
て
た
だ
願
力
こ
れ
を
存
す
。
こ
れ
を
往
相
回
向
の
大

信
と
す
。

願
力
の
一
因
、
所
在
に
従
ひ
て
分
か
れ
て
二
と
す
る
。
法
相
ほ
ぼ
か
く
の
如
し
。

曰
く
、
行
や
信
や
た
だ
一
願
力
と
い
へ
ど
も
、
そ
の
願
力
な
る
こ
と
知
り
が
た
し
。
行
と
信
と
、
相
倚
り
て
こ

れ
を
顕
す
、
そ
の
義
云
何
。

○
能
所
不
二
の
能
行

　○
六
要
会
通

○
在
内
信
心

○
行
信
互
顕
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曰
く
、
大
行
と
は
称
名
な
り
、
称
名
云
何
が
願
力
な
る
や
。

願
力
な
る
こ
と
は
、
自
力
を
す
て
て
他
力
に
帰
す
れ
ば
な
り
。
そ
の
自
力
を
す
て
て
他
力
に
帰
す
と
は
、
内
心

信
受
の
相
な
り
。
こ
の
信
を
も
て
顕
せ
ば
、
そ
の
口
業
の
念
仏
は
、
た
だ
こ
れ
願
力
の
露
現
し
た
る
な
り
。
願
力

と
は
名
号
な
り
。
願
力
露
現
と
す
れ
ば
、
称
名
と
い
へ
る
言
辞
は
名
を
も
て
称
を
奪
う
。
称
念
功
な
く
、
破
闇
満

願
た
だ
こ
れ
無
碍
光
如
来
の
徳
義
な
り
。

次
に
大
信
と
は
、
こ
れ
は
正
し
き
機
受
の
法
に
し
て
、
こ
れ
い
か
な
れ
ば
願
力
な
る
。

曰
く
、
至
心
の
体
尊
号
な
る
と
き
は
、
信
楽
欲
生
も
そ
の
体
別
な
く
、
た
だ
一
尊
号
な
り
。
そ
の
尊
号
と
は
大

行
な
り
。
大
行
露
現
の
名
願
力
を
も
て
信
心
の
体
を
顕
す
。
そ
れ
信
心
と
い
ふ
は
、
心
中
に
快
く
名
号
を
受
け
ら

れ
た
る
な
り
。
南
無
阿
弥
陀
仏
を
内
に
在
り
て
信
心
と
い
ふ
な
り
。
か
く
の
ご
と
き
信
心
潜
隠
に
し
て
知
り
が
た

し
。
潜
隠
の
信
心
よ
り
、
大
行
の
称
名
生
起
し
て
願
力
の
法
体
露
現
す
。
そ
の
露
現
す
る
も
の
を
も
て
、
願
力
の

大
信
な
る
こ
と
を
顕
す
な
り
。

信
行
互
顕
し
て
こ
れ
自
力
に
あ
ら
ず
、
た
だ
一
願
力
な
る
こ
と
を
詮
す
る
こ
こ
ろ
、
略
し
て
か
く
の
ご
と
し
。

此
法
相
の
表
裏
は
、
行
信
倶
時
相
応

0

0

0

0

0

0

の
上
の
建
立
な
り

次
に
、
禀
受
の
前
後
に
就
い
て
、
信
を
先
と
し
行
を
後
と
し
て
、
円
満
の
分
斉
を
断
む
と
は
、
常
没
の
凡
夫
始

て
善
知
識
に
遇
ひ
て
、
開
悟
せ
ら
れ
て
、
阿
弥
陀
如
来
の
願
力
不
思
議
を
き
き
う
る
刹
那
に
、
報
土
の
真
因
、
頓

爾
に
満
足
し
て
、
さ
ら
に
後
刹
那
を
須
ひ
ざ
る
が
故
に
。
い
は
ゆ
る
信
楽
の
一
念
こ
れ
な
り
。

報
土
得
生
の
因
満
の
分
斉
は
、
正
し
く
信
楽
開
発
の
一
念
に
あ
る
こ
と
に
て
、
口
業
の
発
声
は
そ
の
後
に
あ
り

て
、
た
だ
こ
れ
報
恩
の
行
事
、
往
生
に
は
関
係
な
し
。

　
◦
信
弁
行
意

　
◦
行
顕
信
体

　
禀
受
前
後
詳
説
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執
持
鈔
に
「
本
願
を
信
じ
名
号
を
と
な
ふ
れ
ば
、
そ
の
時
分
に
あ
た
り
て
必
ず
往
生
は
さ
だ
ま
る
な
り
と
し
る

べ
し
」
と
あ
れ
ど
も
、
彼
は
総
じ
て
平
生
を
挙
げ
て
臨
終
に
対
す
る
文
に
し
て
、
因
満
の
分
斉
を
剋
示
し
た
る
に

は
あ
ら
ず
。

爾
れ
ば
、
な
に
ゆ
え
に
「
往
生
の
心
行
獲
得
す
る
」
等
と
て
行
を
い
ふ
。

曰
く
、
表
裏
の
詮
意
は
願
力
を
顕
す
に
あ
り
。
故
に
前
後
を
も
会
す
れ
ば
、
い
は
ゆ
る
心
行
は
所
聞
の
名
号
の

0

0

0

0

0

0

0

0

0

徳
義
0

0

に
し
て
、な
ほ
願
行
0

0

と
曰
は
ん
が
如
し
。
よ
く
き
く
と
き
、回
施
に
よ
り
て
衆
生
の
願
行
と
な
る
。
こ
れ
を「
往

生
の
心
行
獲
得
す
る
」
等
と
い
ふ
。

宗
蔵
の
中
に
称
名
を
正
因
と
い
へ
る
文
あ
り
、
銘
文
、
文
意
等
の
如
し
。
信
心
を
正
因
と
い
へ
る
文
あ
り
、
和

讃
の
如
し
。
信
行
共
に
生
因
と
せ
る
文
あ
り
、
上
に
引
く
が
如
し
。
上
来
の
意
を
得
て
も
て
向
は
ば
、
左
右
源
に

逢
ひ
て
往
く
と
し
て
、
罣
碍
す
る
と
こ
ろ
な
か
ら
ん
。

後
に
古
今
の
教
道
の
風
致
を
釈
す
と
は
、
行
信
の
二
法
を
い
ふ
に
、
表
裏
前
後
の
二
途
あ
る
こ
と
上
の
如
し
。

共
に
七
祖
の
伝
へ
た
ま
ふ
と
こ
ろ
に
し
て
、
我
大
谷
聖
人
の
如
実
に
相
承
し
、
嫡
流
と
し
て
家
業
を
開
き
給
ふ
。

そ
の
表
裏
に
非
ず
ば
、
も
て
真
宗
を
標
す
る
に
足
ら
ず
。「
念
仏
宗
」
と
云
ふ
が
故
に
。
も
し
前
後
に
非
ず
ば
、

も
て
行
者
を
決
定
す
る
に
足
ず
。
発
信
の
所
得
、
回
向
の
全
体
に
し
て
報
土
の
真
因
満
足
す
。
こ
れ
を
知
ら
ず
し

て
初
念
不
定
な
れ
ば
、
念
々
み
な
決
定
す
る
と
き
あ
る
べ
か
ら
ず
。

具
足
し
て
二
途
を
宣
説
せ
ざ
る
こ
と
を
え
ず
。
こ
れ
そ
の
製
作
の
中
、
並
び
て
こ
れ
あ
る
を
見
る
所
以
な
り
。

然
る
に
菽
麦
を
弁
ぜ
ざ
る
た
ぐ
ひ
、
法
義
の
所
在
を
わ
か
た
ず
、
前
後
を
も
て
概
断
せ
ん
と
す
。
顕
行
の
標
挙

○
会
通
証
巻

称
名
正
因

古
今
教
道
風
致

○
斥
異
轍
説
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の
如
き
、
言
の
如
く
義
を
取
り
て
、
そ
の
行
と
い
ふ
こ
と
は
諸
仏
上
の
事
と
し
去
っ
て
、
所
聞
の
処
に
お
い
て
能

行
を
示
す
こ
と
を
知
ら
ず
。「
称
無
碍
光
如
来
名
」
も
「
称
名
破
満
」
等
も
、
み
な
諸
仏
の
称
名
と
し
て
、
こ
れ

を
衆
生
に
約
し
て
解
す
る
こ
と
を
許
さ
ず
。

大
谷
を
知
ら
ず
し
て
七
祖
を
窺
う
、
お
も
へ
ら
く
異
轍
な
り
と
。
吁
異
轍
に
し
て
而
も
彼
を
承
く
と
い
ふ
。
文

類
六
巻
そ
の
余
の
製
作
、
こ
こ
に
於
て
旧
年
の
陳
暦
の
如
し
、
当
時
人
を
誘
ふ
の
権
謀
に
出
で
、
今
に
し
て
用
な

け
れ
ば
な
り
。

そ
の
上
南
天
の
大
士
よ
り
下
黒
谷
の
聖
人
に
至
り
、
そ
の
蹟
異
な
れ
ど
も
、
実
に
皆
阿
弥
陀
如
来
の
智
印
を
伝

持
し
て
、
濁
世
を
開
導
し
給
う
も
の
な
り
。
し
か
れ
ど
も
時
処
お
な
じ
か
ら
ざ
れ
ば
、
そ
の
布
置
す
る
と
こ
ろ
純

雑
な
き
に
あ
ら
ず
。
た
だ
真
宗
念
仏
に
至
り
て
は
、
旨
帰
無
二
な
る
こ
と
画
一
の
如
く
然
り
。

南
天
の
称
名
易
行
を
の
給
ふ
は
表
裏
な
り
。「
念
我
称
名
」「
信
心
清
浄
」
等
と
い
ふ
は
前
後
な
り
。

北
天
の
論
の
建
章
に
、
一
心
帰
命
と
い
へ
る
は
前
後
な
り
。
讃
嘆
門
の
如
実
修
行
は
表
裏
な
り
。

註
家
の
「
十
念
念
仏
便
得
往
生
」
は
表
裏
な
り
。「
此
十
念
者
依
止
無
上
信
心
生
」
は
前
後
な
り
。

西
河
、
表
裏
を
以
て
浄
土
門
を
釈
し
給
へ
ど
も
、
そ
の
三
不
三
信
誨
慇
懃
な
る
は
前
後
な
り
。

宗
家
の
序
題
門
に
「
莫
不
皆
乗
」
等
は
前
後
に
し
て
、
付
属
の
釈
に
「
一
向
専
念
」
と
あ
る
は
表
裏
な
り
。

横
川
の
念
仏
証
拠
門
の
中
に
「
唯
称
弥
陀
」
等
と
あ
る
は
表
裏
に
し
て
、
往
生
階
位
に
西
河
の
三
不
信
の
釈
を

初
に
引
き
給
ふ
は
前
後
な
り
。

選
択
集
の
首
章
に
表
裏
を
も
て
「
念
仏
為
本
」
と
い
ひ
、
第
八
章
に
「
信
為
能
入
」
と
の
給
ふ
は
、
前
後
の
こ

こ
ろ
な
り
。

か
く
相
承
し
給
ふ
故
、
尊
崇
配
当
し
て
浄
土
真
宗
の
伝
灯
の
祖
師
と
し
、
そ
れ
を
増
損
な
く
顕
揚
せ
る
、
こ
れ

大
谷
の
他
の
傍
流
に
超
え
て
道
統
の
嫡
嗣
た
る
ゆ
え
ん
な
り
。

　
○
七
祖
一
轍
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